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１ 短期プランの進捗状況等について  
 

(1) 第２期短期プランの進捗状況について 

第２期短期プランでは，「実施事業」として１４事業，「検討事業」とし

て１８事業の合計３２事業に取り組みました。その進捗状況は，次のと

おりです。 

 

ア 実施事業 

第２期短期プランに掲げた１４事業の内，１０事業で，施設の再整

備が終了しています。 

また，４事業が工事中で，これらの事業については，第３期短期プ

ランに位置づけて引き続き取組を進めます。 

 

イ 検討事業 

第２期短期プランで掲げた１８の検討事業の内，１０事業につい

ては，施設の基本設計等の策定段階になったことから，第３期短期プ

ランの実施事業に位置づけます。それ以外の８事業については，さら

に検討を進めることにより進捗が見込まれることから，第３期短期

プランにおいても引き続き検討事業に位置づけます。 
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表Ⅱ－１－１ 第２次再整備プラン第２期短期プランの進捗状況 

第２期短期プラン 進捗状況 
指針 

 

実
施
事
業 

① 市庁舎等再整備 
終了 

（H30.1 供用開始） 
 

② 辻堂市民センター再整備（南消防署辻堂出張所（第１０分団）等） 
終了 

（R3.8 供用開始） 
※ 

③ 善行市民センター再整備 継続 ※ 

④ 藤沢公民館・労働会館等再整備 
終了 

（H31.4 供用開始） 
※ 

⑤ 藤が岡二丁目地区再整備（藤が岡保育園等） 
終了 

（R3.4 供用開始） 
※ 

⑥ 北部環境事業所再整備 継続 ※ 

⑦ 津波対策整備 市営鵠沼住宅 
終了 

（H30.4 供用開始） 
※ 

⑧ 付帯施設整備 
宮ノ下公園整備 

終了 

（H31.4 供用開始） ※ 

防災備蓄倉庫整備 ― 

⑨ 市民病院再整備[特別会計施設] 
終了 

（H30.7 供用開始） 
 

⑩ 下水道施設再整備[特別会計施設] 継続  

⑪ 辻堂保育園等再整備（放課後児童クラブ複合化） 
終了 

（R1.9 供用開始） 
※ 

⑫ 

放課後児童クラブ整備(天神小学校区放課後児童ク

ラブ，障がい児者一時預かり施設) 

終了 

（R2.4 供用開始） 
※ 

⑬ 鵠南小学校等再整備 継続 ※ 

⑭ 六会中学校屋内運動場再整備 
終了 

（R2.2 供用開始） 
※ 

     

検
討
事
業 

① 藤沢市民会館等再整備 実施事業へ ※ 

② 村岡公民館等再整備（第６分団） 実施事業へ ※ 

③ 文化財収蔵庫再整備 実施事業へ  

④ 老人福祉センターやすらぎ荘再整備 継続  

⑤ 太陽の家再整備 継続  

⑥ 善行保育園，善行乳児保育園等再整備 実施事業へ  

⑦ 環境事業センター再整備（南北収集事務所統合整備） 実施事業へ  

⑧ 石名坂環境事業所再整備 実施事業へ ※ 

⑨ 南消防署本町出張所（第９分団）再整備 実施事業へ  

⑩ 
南消防署苅田出張所（第５分団）再整備（自家用給

油所等） 
継続  

⑪ 片瀬山市民の家再整備 継続  

⑫ 鵠沼市民センター等再整備 継続  

⑬ 鵠沼保育園等再整備 実施事業へ  

⑭ 北消防署善行出張所（第１５分団）再整備 継続  

⑮ 鵠沼中学校再整備 実施事業へ  

⑯ 辻堂小学校再整備 実施事業へ  

⑰ 鵠洋小学校再整備 継続  

⑱ 片瀬小学校再整備 継続  

※印は，総合指針２０２０に位置づけられている事業 
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(2)  第２期短期プランから第３期短期プランへの移行 

第２期短期プランの取組により，完了した事業，事業の進捗により検

討段階から実施段階に移る事業などを整理し，次のとおり第３期短期プ

ランに位置づけます。 

 

表Ⅱ－１－２ 第３期短期プラン 

第２期 

の番号 
第３期短期プラン 

第 ３ 期

の番号 

｢総合指針２０２４｣ 
重 点 事 業 名 

実
施
事
業 

第
２
期
よ
り
継
続 

② 辻堂市民センター再整備（南消防署辻堂出張所（第１０分団）等） 1 
コミュニティの活性化

による持続的な地域づ

くりの推進 

③ 善行市民センター再整備 2 
コミュニティの活性化

による持続的な地域づ

くりの推進 

⑥ 北部環境事業所再整備 9 
都市基盤の充実と長寿

命化対策の推進 

⑩ 下水道施設再整備[特別会計施設] 20 
豊かな自然を守り・生

かす環境対策の推進 

⑬ 鵠南小学校等再整備 16 
子どもたちの笑顔あふ

れる学校教育の推進 

検
討
事
業
よ
り
移
行 

① 
藤沢市民会館等再整備 

（新事業名：生活・文化拠点再整備） 
4 

次世代につなげる歴

史・文化施策の推進と

多彩な魅力の発信 

② 村岡公民館等再整備（第６分団） 5 
コミュニティの活性化

による持続的な地域づ

くりの推進 

③ 文化財収蔵庫再整備 6  

⑥ 善行保育園，善行乳児保育園等再整備 8  

⑦ 環境事業センター再整備（南北収集事務所統合整備） 10 
都市基盤の充実と長寿

命化対策の推進 

⑧ 石名坂環境事業所再整備 11 
都市基盤の充実と長寿

命化対策の推進 

⑨ 南消防署本町出張所（第９分団）再整備 15 災害対策の充実 

⑬ 鵠沼保育園等再整備 7  

⑮ 鵠沼中学校再整備 17  

⑯ 辻堂小学校再整備 18  

新
規
追
加 

 

藤沢石原谷市民の家再整備 3 
コミュニティの活性化

による持続的な地域づ

くりの推進 

 

江の島サムエル・コッキング苑再整備 12 
地域経済循環を高める

経済対策の推進 

 

鵠沼海浜公園再整備 13 
都市基盤の充実と長寿

命化対策の推進 

 

（仮称）遠藤笹窪谷公園整備（多目的施設棟） 14  

 

大庭台墓園立体墓地再整備[特別会計施設] 19 
都市基盤の充実と長寿

命化対策の推進  

 

 

④ 老人福祉センターやすらぎ荘再整備 3  第  
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⑤ 太陽の家再整備 4  

⑩ 
南消防署苅田出張所（第５分団）再整備（自家用給

油所等） 
6  

⑪ 片瀬山市民の家再整備 1  

⑫ 鵠沼市民センター等再整備 2  

⑭ 北消防署善行出張所（第１５分団）再整備 7  

⑰ 鵠洋小学校再整備 9  

⑱ 片瀬小学校再整備 10  

新
規
追
加 

 藤沢宿歴史的建築物整備（旧桔梗屋） 5 
次 世 代 に つ な げ る 歴

史・文化施策の推進と

多彩な魅力の発信 

 北消防署御所見出張所（第３０分団）再整備 8  

 明治中学校再整備 11  

 藤沢小学校再整備 12  

 明治小学校再整備 13  

 白浜養護学校過大規模化解消事業 14  

 

  

２

期

よ

り

継

続  

検

討

事

業
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２ 第３期短期プランについて 
 

第３期短期プランは，「総合指針２０２４」の期間に合わせた４年間の計

画期間において，「再整備基本方針」に基づき，再整備や検討を行っていく

事業を示しています。  

なお，単独で建設する便所や倉庫など居室を有しない施設，又は延べ面積

が１００㎡程度の小規模な施設の整備は，短期プランの対象外とします。  

 

(1) 対象事業 

再整備を実施する「実施事業」として２０事業，再整備に向けた検討を

行う「検討事業」として１４事業の合計３４事業を対象事業とします。  

    

(2) 「総合指針２０２４」との関連 

第３期短期プランの実施事業に位置づける事業は，原則として「総合指

針２０２４」の重点事業に位置づけます。  

 

(3) 短期プランの更新 

「藤沢市市政運営の総合指針」の期間に合わせた４年間を計画期間とし

て，各期間の最終年度に各事業の進捗状況を踏まえ，次期短期プランを策

定することとしていることから，「総合指針２０２４」の最終年度（令和６

年度）に第４期短期プランを策定します。  

なお，急激な社会状況，経済状況の変化及び，法改正などへの対応が必

要と考えられる際には，計画期間内の更新を検討します。  

 

(4) 第３期短期プランの事業費の見通し 

第３期短期プランの事業費想定（一般会計）については，表Ⅱ－２－１

のとおりです。短期プランの各事業を「総合指針２０２４」の重点事業に

位置づけ，確実に実施できるよう取り組んでいきます。令和３年度以降の

見通しについては，政策的経費投入可能財源と短期プランの事業費の関係

を含めて，年度ごとに事業実施の可否の精査を行うものとします。 

 

表Ⅱ－２－１ 第３期短期プランの事業費想定（一般会計） 

区分 
第３期短期プラン（実施事業） 

Ｒ３年度  Ｒ４年度  Ｒ５年度  Ｒ６年度  合計  

事業費 10,340,730 7,805,567 3,837,444 4,698,899 26,682,640 

特定財源 10,117,264 6,530,901 2,854,985 3,535,286 23,038,436 

一般財源 223,466 1,274,666 982,459   1,163,613 3,644,204 

（単位：千円）  
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(5) 実施事業 

 

 

 

  

事業名  ページ  

実
施
事
業 

1 辻堂市民センター再整備（南消防署辻堂出張所 (第１０分団 )等） Ｐ16 

2 善行市民センター再整備  Ｐ19 

3 藤沢石原谷市民の家再整備 Ｐ21 

4 藤沢市民会館等再整備（新事業名：生活・文化拠点再整備） Ｐ23 

5 村岡公民館等再整備（第６分団）  Ｐ25 

6 文化財収蔵庫再整備  Ｐ28 

7 鵠沼保育園等再整備  Ｐ30 

8 善行保育園，善行乳児保育園等再整備  Ｐ32 

9 北部環境事業所再整備  Ｐ34 

10 環境事業センター再整備（南北収集事務所統合整備）  Ｐ36 

11 石名坂環境事業所再整備 Ｐ39 

12 江の島サムエル・コッキング苑再整備 Ｐ41 

13 鵠沼海浜公園再整備 Ｐ44 

14 （仮称）遠藤笹窪谷公園整備（多目的施設棟）  Ｐ46 

15 南消防署本町出張所（第９分団）再整備  Ｐ48 

16 鵠南小学校等再整備 Ｐ50 

17 鵠沼中学校再整備 Ｐ53 

18 辻堂小学校再整備 Ｐ55 

19 大庭台墓園立体墓地再整備 [特別会計施設] Ｐ58 

20 下水道施設再整備 [特別会計施設 ] Ｐ60 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１  

(事業名 )  

辻堂市民センター再整備 

（南消防署辻堂出張所（第１０分団）等） 

所管課 
市民自治部 市民自治推進課・辻堂市民センター  
消防局 消防総務課  

住所又は地番 辻堂西海岸二丁目１番１７号  

敷地面積 約６，１００㎡ 

延べ面積 

現況 
市民センター １，４７５㎡ 地上２階 ＲＣ造 

消防出張所  ５８１㎡ 地上２階 Ｓ造 

計画 

市民センター ４，０５９.７４㎡ 地上３階 

ＲＣ造一部Ｓ造 

消防出張所  １，０９１.２２㎡ 地上３階 ＲＣ造 

現状・課題 

辻堂市民センターについては，旧耐震基準で建設された施設で

あり，老朽化が進んでいるとともに手狭な状況です。また，駐車場

用地が特に少なく，地域住民からも建て替え要望があります。 

南消防署辻堂出張所（第１０分団）については，前面道路が狭く

渋滞も多いことから，緊急自動車のより運用のしやすい場所への

移転が求められています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市民センター・公民館については，１３地区の拠点施設として現

機能を継続する必要があります。 

また，「公共施設の安全性の確保」の観点からも再整備を進める

とともに，周辺公共施設の機能集約や複合化を行います。 

事業概要 

取得済みの県有地（旧神奈川県職員住宅辻堂西アパート），その

南側に隣接する旧道路用地及び高浜中学校テニスコートを一体的

に活用し，市民センター及び消防出張所（分団含む）等の再整備を

行います。 

複合化等 

想定施設 

辻堂市民センター，辻堂公民館，辻堂市民図書室，辻堂西地域包括

支援センター，辻堂地区ボランティアセンター，南消防署辻堂出張

所，第１０分団器具置場 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

既に事業着手済みであり，現時点からの導入

は難しいため検討対象外。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・基本構想策定業務委託 

・改築設計委託（Ｈ２８出来高・基本設計） 

・地質調査委託 

・敷地測量委託 

・改築設計委託（Ｈ２９出来高・基本設計） 

・旧県有地既存建物解体工事（前払） 

・家屋事前調査委託 

・用地買戻し 

１，９６３，６６４ 
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・旧県有地既存建物解体工事（Ｈ２９繰越

明許） 

・改築設計委託（Ｈ３０出来高・実施設計） 

・構造計算適合性判定 

・建設工事 

Ｒ３ 

・建設工事 １，５００，６５３ 

・辻堂４１４号線道路改良工事 

・事務経費（初度調弁に係る経費を含む） 

・家屋調査（事後） 

・アスベスト調査 

１１２，７０４ 

供用開始予定 令和３年８月 総事業費見込み ３，５７７，０２１ 

 

［現況写真］ 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

  

辻堂市民センター(予定地) 

 
 

200 100 0 200 辻堂砂山市民の家 

児童館 

 

辻堂西地域包括支援センター  

南消防署辻堂出張所 

（第 10 分団器具置場） 

N 

辻堂市民センター（現在地） 

(辻堂公民館，辻堂市民図書室) 

辻堂地区ボランティアセンター 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

２  

(事業名 )  

善行市民センター再整備 

所管課 市民自治部 市民自治推進課・善行市民センター  
住所又は地番 善行一丁目２番３他４筆  

敷地面積 ４，７１０．２３㎡ 

延べ面積 
現況 － 

計画 ３３１２．７７㎡ 

現状・課題 

善行市民センター・公民館については，旧耐震基準で建設された

施設であり，建物・設備の老朽化が進行しています。また，地域住

民からも建て替えの要望が提出されています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市民センター・公民館については，１３地区の地域づくりの拠点

機能を有しており，安全性の確保，周辺公共施設の機能集約及び施

設複合化の観点からも再整備を進めます。 

事業概要 
善行市民センターに隣接した旧平和台住宅の敷地を合わせて活

用し再整備を実施します。 

複合化等 

想定施設 

善行市民センター，善行公民館，善行市民図書室，善行地域包括支

援センター，善行地区ボランティアセンター，防災備蓄倉庫 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

市内１３地区に設置する市民に最も身近な行

政の窓口機能であることから，これまでと同様

に市が維持管理，運営していくため検討対象外。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・基本構想  

・基本設計  

・実施設計 

・埋蔵文化財調査 

・建設１期工事（市民センター棟） 

１，５６４，４８７ 

Ｒ３ ・建設２期工事（健康プラザ棟） ５６８，８５３ 

Ｒ４ ・家屋調査（事後） ２０，５００ 

供用開始予定 

・市民センター棟 

令和元年１月供用開始 

・健康プラザ棟 

令和４年３月供用予定 

総事業費見込み ２，１５３，８４０ 
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［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

旧平和台住宅 

善行地域包括支援センター

善行市民センター駐車場 

善行市民センター 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

３  

(事業名 )  

藤沢石原谷市民の家再整備 

所管課 市民自治部 市民自治推進課  
住所又は地番 本藤沢三丁目１９番５号  

敷地面積 ４７１．９６㎡ 

延べ面積 
現況 １９２．５２㎡ 

計画 約１５０㎡ 

現状・課題 

藤沢石原谷市民の家については，耐震強度不足により２０２０

年３月６日から利用休止しているが，自治会館を持たない自治・町

内会の活動拠点となっていることから，早期の機能回復について

地域関係者及び利用者から強い要望が寄せられている。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から,早期の機能回復のた

め,建て替えを進めるもの。 

事業概要 
早期機能回復のため,リース等民間の設計・施工とし，リース期

間終了後は，市が無償で譲り受ける。 

複合化等 

想定施設 
－ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 
民間資金の活用（ＰＰＰ） 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・耐震診断実施 

・地質調査業務委託 

・地元自治会長や運営委員長へ説明 

・維持管理（草刈り） 

６５３ 

Ｒ３ 

・業者選定 

・什器等保管・倉庫移設 

・解体工事 

・建設工事 

・藤沢石原谷市民の家賃貸借  

（１０年リース） 

２，１７８ 

Ｒ４ 
・藤沢石原谷市民の家賃貸借 

・東側階段設置 
７，５９０ 

Ｒ５以降 
・藤沢石原谷市民の家賃貸借 

※リースは令和１４年１月まで想定 
５７，７１７ 

供用開始予定 令和４年２月 総事業費見込み ６８，１３８ 
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［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

  
藤沢石原谷市民の家  

石名坂温水プール  

石名坂最終処分場跡地広場  

三共自動車学校  

緑の広場  

第１４２号  
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

４ 

(事業名 )  

藤沢市民会館等再整備 

（新事業名：生活・文化拠点再整備［令和４年４月～］） 

所管課 

生涯学習部 文化芸術課・総合市民図書館  
企画政策部 企画政策課  
下水道部 下水道総務課  

住所又は地番 鵠沼東８番１  

敷地面積 約１９，０００㎡（基本構想検討範囲面積：約３６，０００㎡） 

延べ面積 
現況 

市民会館  １０，５９０㎡ 

南市民図書館 １，３１５㎡※ 

市民ギャラリー１，１０８㎡(うち常設展示室１６８㎡)※ 

※暫定移設前の施設面積 

計画 約２０，０００㎡ 

現状・課題 

市民会館，南市民図書館ともに旧耐震基準で建設され，老朽化や

機能劣化が進んでいる状況であり，文化活動を支える施設として

の機能を維持していくことが年々困難となっています。 

また，当該地区が生活・文化拠点として位置づけられていること

や，周辺地域の内水浸水リスクが高いことなどを踏まえ，文化施設

を中心とした新たな拠点整備が求められています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から市民会館及び南市民図

書館の再整備に向けた検討を進め，その規模や機能を検証します。 

また，再整備に当たっては，公共施設の機能集約や複合化を検討

します。 

事業概要 

老朽化が進んでいる市民会館及び暫定移設している南市民図書

館と市民ギャラリーの再整備を基本に，文書館，藤沢青少年会館，

市民活動推進センター等の機能集約を図るとともに，浸水対策施

設の整備を行います。 

複合化等 

想定施設 

市民会館，南市民図書館，藤沢市民ギャラリー（常設展示室含む），

文書館，藤沢青少年会館，市民活動推進センター，奥田公園駐車場，

浸水対策施設 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

想定事業費の総額が１０億円以上であり，基

本計画策定時に詳細な検討をします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・図書館のあり方検討，市民会館建物調査

等 

・市民会館再整備方針の決定 

・基本構想に向けた庁内検討，利用団体等

からの聞き取り，サウンディング調査 

２３，６３７ 

Ｒ３ ・基本構想の策定 ２１，４６２ 
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Ｒ４ 
・基本計画の策定，ＰＰＰ／ＰＦＩ導入可

能性調査の実施 
７７，６２３ 

Ｒ５ ・基本設計 ４０１，１１２ 

Ｒ６ ・実施設計 ６００，０００ 

Ｒ７ ・既存施設の解体工事 ８５０，０００ 

Ｒ８ ・新築工事（１年目） ４，６００，０００ 

Ｒ９ ・新築工事（２年目） ９，４００，０００ 

供用開始予定 令和１０年 総事業費見込み １５，９７３，８３４ 

※上記スケジュール及び想定事業費は，浸水対策施設を含まないものです。  

 

  [市民会館現況写真]           [旧南市民図書館現況写真] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 

  

旧南市民図書館 

奥田公園 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

５  

(事業名 )  

村岡公民館等再整備（第６分団） 

所管課 
生涯学習部 生涯学習総務課・村岡公民館  
消防局 消防総務課      

住所又は地番 弥勒寺一丁目７番７号  

敷地面積 ２，９４７㎡ 

延べ面積 

現況 

村岡公民館   ２，２２８㎡ 地下１階地上３階 

                        ＲＣ造 

消防分団器具置場     ６９㎡ 地上２階 木造  

計画 
村岡公民館 約３，２００㎡ 地上３階 ＲＣ造 

消防分団器具置場 約８０㎡ 地上２階 ＲＣ造 

現状・課題 

村岡公民館については，旧耐震基準で建設された民間施設を取

得し，耐震改修工事を行い増築した施設であり，老朽化のみなら

ず，手狭な状況にあります。 

また，地域住民からも建て替え要望が出されています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

村岡公民館は，１３地区の拠点施設として現機能を継続する必

要があります。 

また，「公共施設の安全性の確保」の観点からも再整備を進める

とともに，周辺公共施設の機能集約や複合化を検討します。 

事業概要 

施設の老朽化と狭隘な施設環境を改善するとともに，バリアフ

リー環境を整備するため，現有機能に加えて新たに体育室を設置

する他，地域包括支援センター等を含めた複合施設として移転に

よる再整備を実施します。  
合わせて，隣接している消防第６分団器具置場も，公民館施設と

ともに，移転・再整備を行います。 

複合化等 

想定施設 

村岡公民館，村岡市民図書室，村岡地域包括支援センター，村岡地

区ボランティアセンター，消防第６分団器具置場 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

新駅設置計画に支障とならない必要最小限の

敷地としなければならず，民間事業者の参入可

能性が低く，運営ノウハウ等を導入する部分が

少ないため検討対象外。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・建設検討委員会の開催 

・基本構想策定業務委託 

・既存擁壁調査 

・設計業務委託（基本・実施一括） 

（３カ年継続費） 

・地質調査業務委託 

 

３６，５２８ 

 

Ｒ３ ・設計業務委託（２年目） ３９，０８４ 
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Ｒ４ 

・設計業務委託（３年目） 

・用地取得（買戻し） 

・仮設工事（仮囲い） 

８９１，０００ 

Ｒ５ 

・建設工事（３カ年継続費） 

・家屋調査（事前） 

・仮設歩道設計業務 

・既存施設アスベスト調査業務委託 

５１２，０００ 

Ｒ６ 

・建設工事（２年目） 

・仮設歩道設置工事（２カ年継続費） 

・既存施設解体設計業務委託 

２，０６０，０００ 

Ｒ７ 

・建設工事（３年目） 

・仮設歩道設置工事（２年目） 

・家屋調査（事後） 

・移転費用，初度調弁 

５６０，０００ 

Ｒ８ ・既存施設解体 １６０，０００ 

供用開始予定 令和７年１０月 総事業費見込み ４，２５８，６１２ 
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［現況写真］ 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 
 

200 100 0 200 
N 

村岡公民館 

第６分団器具置場 

村岡小学校 

村岡中学校 

村岡市民の家 

村岡地域包括支援センター 

事業予定地 

山崎跨線橋 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

６  

 

(事業名 )  

文化財収蔵庫再整備 

所管課 生涯学習部 郷土歴史課  
住所又は地番 石川３９８４番４他  

敷地面積 ３，１２８．９２㎡ 

延べ面積 
現況 

第１収蔵庫 ９１８㎡ 

第２収蔵庫 ９０３㎡ 

御所見収蔵庫 ３８４㎡ 

公益財団法人藤沢市まちづくり協会（以下「まちづくり

協会」という。）内収蔵室 ２６０㎡ 

計画 ２，５０３．１４㎡ Ｓ造２階 

現状・課題 

文化財の収蔵施設については，第１収蔵庫（旧善行学校給食合同

調理場），第２収蔵庫（旧北部学校給食合同調理場），御所見収蔵

庫（旧御所見市民センター）及びまちづくり協会ビル内の収蔵室の

４箇所に分散しており，まちづくり協会ビルを除く３つの施設が

築４０年を超え老朽化が進んでいます。また，各収蔵庫は既に飽和

状態となっています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」及び「公共施設の機能集約・複合化

による施設数の縮減」の観点から施設の統廃合を基本に集約化等

を検討します。 

事業概要 

文化財を確実に後世へと継承し活用していくため，市内各所に

分散し，かつ老朽化している収蔵施設を集約し，適正に整理，保管，

活用することができる施設整備を検討します。 

複合化等 

想定施設 
－ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 
・保管施設整備方針の検討 

・再整備に向けた庁内検討 
－ 

Ｒ３ 
・アスベスト事前調査（第１収蔵庫） 

・廃棄物搬出処理 
１，３９５ 

Ｒ４ 
・保管資料移動 

・第１収蔵庫・旧あずま保育園解体工事 
１１５，３０９ 

Ｒ５ ・文化財収蔵庫賃貸借（１０年リース） ５２，２５０ 

Ｒ６ ・保管資料移動 ７２，０５０ 
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・文化財収蔵庫賃貸借（１０年リース） 

Ｒ７以降 

・文化財収蔵庫賃貸借（１０年リース） 

※リースは令和１５年度まで想定 

・アスベスト事前調査 

・御所見収蔵庫解体工事等 

５３４，１３８ 

（リース料５２，２５０／年）

供用開始予定 令和７年４月 総事業費見込み ７７５，１４２ 

［現況写真（第１収蔵庫）］       ［現況写真（旧あずま保育園）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（第１収蔵庫周辺地図）］     ［位置図（第２収蔵庫周辺地図）］ 

 
［位置図（御所見収蔵庫周辺地図）］   ［位置図（まちづくり協会内収蔵室周辺地図）］ 

 

御所見小学校 

御所見収蔵庫 

御所見市民センター 

まちづくり協会 

円行市民の家 

第１収蔵庫 

善行中学校 

旧あずま保育園 

第２収蔵庫 

六会中学校 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

７  

 

(事業名 )  

鵠沼保育園等再整備 

所管課 子ども青少年部 子育て企画課・保育課  
住所又は地番 本鵠沼三丁目５９２０番１他  

敷地面積 １，８３２㎡＋再整備用地（借地９４２㎡） 

延べ面積 
現況 約６５０㎡ 

計画 約１，８００㎡ 

現状・課題 
鵠沼保育園については，１９６４年（昭和３９年）建設であり，

老朽化が進んでいます。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

建築から相当年数を経過しているため，「公共施設の安全性の確

保」の観点から，建て替えを検討します。 

事業概要 

現鵠沼保育園の北側隣接地の空き地を新園舎建設用地として賃

借し，鵠沼保育園等を複合化して再整備を行います。  
また，再整備期間中も現園舎を活用し，保育サービスの継続的な

提供，仮設園舎建設コスト及び工期等の縮減を図ります。 

複合化等 

想定施設 

鵠沼つどいの広場，放課後児童クラブ（鵠洋小学校区），鵠沼東地

域包括支援センター，自転車駐車場 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・再整備計画の策定 

・新園舎建設用地賃借料（平成２８年９月

～） 

・埋蔵文化財調査 

９，４９６ 

Ｒ３ 

・再整備に向けた庁内検討 

・公募型プロポーザルによる事業者公募 

・事業者選考 

・新園舎建設用地賃借料 

２，０４３ 

(９００，０００) 

※債務負担行為の設定 

Ｒ４ 

・賃貸借契約締結 

・基本設計，実施設計 

・開発造成工事 

・新園舎建設用地賃借料 

１，９２９ 

Ｒ５ 
・建設工事 

・新園舎建設用地賃借料 
１，９２９ 

Ｒ６ 

・新園舎供用開始（保育園） 

・リース料支払い開始（１年目） 

・新園舎建設用地賃借料 

９６，９２９ 
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・複合化部分建設工事 

・旧園舎解体工事 

Ｒ７以降 

・複合化部分含め供用開始 

・リース料支払い（令和１５年度まで） 

・新園舎建設用地賃借料（令和１５年度ま

で想定） 

８２７，３６１ 

（リース料９１，９２９／年）

供用開始予定 令和６年度中 総事業費見込み ９３９，６８７ 

 

［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鵠沼保育園 

本鵠沼市民の家 

鵠洋小学校 

鵠洋児童館 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

８  

(事業名 )  

善行保育園，善行乳児保育園等再整備 

所管課 子ども青少年部  子育て企画課・保育課  
住所又は地番 善行一丁目７番７他（地番）  

敷地面積 約２，５１５㎡ 

延べ面積 

現況 
善行保育園   ５５１．５６㎡ 

善行乳児保育園 ３９１．９５㎡ 

計画 
約１，９００～２，１００㎡  

地上２階・地下１階 Ｓ造 

現状・課題 

善行保育園については，１９６６年（昭和４１年）建設，善行乳

児保育園については，１９７４年（昭和４９年）建設であり，老朽

化が進んでいます。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

両保育園とも老朽化が進んでいるため，「公共施設の安全性の確

保」の観点から，建て替える必要があります。善行市民センター近

接地に計画することで，駐車場を共用し，敷地の有効活用を図るほ

か，近隣で賃借している善行つどいの広場との複合化を検討しま

す。 

事業概要 

善行市民センターの駐車場及び駅利用者の駐輪場として使用さ

れていた敷地を活用し，善行保育園・善行乳児保育園等を複合化し

て再整備を行います。  
また，再整備期間中も現園舎を活用し，保育サービスの継続的な

提供，仮設園舎建設コスト縮減及び工期等の短縮を図ります。 

複合化等 

想定施設 
善行つどいの広場 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・基本構想策定（Ｈ２７） 

・特殊地下壕調査（Ｈ２８） 

・埋蔵文化財確認調査（Ｈ２８） 

 

１０，４８３ 

 

Ｒ３ ・庁内検討（複合化機能の検討等） － 

Ｒ４ 
・公募型プロポーザルによる事業者公募 

・事業者選考 

１１４ 

（９００，０００） 

※債務負担行為の設定 

Ｒ５ 

・賃貸借契約締結 

・基本設計，実施設計 

・埋蔵文化財本格調査 

－ 
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善
行
駅 

善行乳児保育園 

善行保育園 

善行保育園，善行乳児保育園

等再整備予定地 

善行市民センタ－ 

善行つどいの広場 

Ｒ６ 
・開発造成工事 

・建設工事 
－ 

Ｒ７以降 

・建設工事 

・新施設供用開始 

・リース料支払い開始（令和１６年度まで） 

・旧園舎解体工事 

９０５，０００ 

（リース料９０，０００／年）

供用開始予定 令和７年度中 総事業費見込み ９１５，５９７ 

 

［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］  
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

９  

(事業名 )  

北部環境事業所再整備 

所管課 環境部  北部環境事業所  
住所又は地番 石川２１６８番地  

敷地面積 １４，９１３㎡ 

延べ面積 
現況 １１，７０３㎡ 

計画 約６，６８０㎡ 地上６階 ＲＣ造，ＳＲＣ造 

現状・課題 

北部環境事業所をはじめ，市全体の焼却施設の再整備が必要な

状況です。再整備を進めるに当たっては，今後の市内のごみの増加

量や焼却エネルギーを活用した発電にも考慮して，より効率的な

施設整備を計画的に進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

生活環境の保全及び公衆衛生の観点から，一般廃棄物の処理は

停滞の許されない事業です。これを担う焼却施設の老朽化が進ん

でいるため，「公共施設の長寿命化」及び「公共施設の安全性の確

保」の観点から，施設のあり方を決定します。 

事業概要 

本市の老朽化した焼却施設の整備を図るため，平成２８年４月

に「藤沢市焼却施設整備基本計画」を策定し，この計画に基づき，

北部環境事業所新２号炉の整備を行います。 

複合化等 

想定施設 
－ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

導入可能性調査を実施し，ＰＰＰ手法の一つ

であるＤＢＯ方式を採用することとしていま

す。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

８．２ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・焼却施設整備基本計画作成等委託 

・事業者選定支援業務委託 

・生活環境影響調査業務委託 

・北部環境事業所新２号炉建設工事 

・北部環境事業所新２号炉施工監理等委託 

・新２号炉建設工事土壌分析業務 

２，０５２，４６８ 

Ｒ３ 
・北部環境事業所新２号炉建設工事 

・北部環境事業所新２号炉施工監理等委託 
５，７６９，４５０ 

Ｒ４ 

・北部環境事業所新２号炉建設工事 

 令和５年３月３１日竣工予定 

・北部環境事業所新２号炉施工監理等委託 

 令和５年３月３１日完了予定 

３，９１７，０５５ 

供用開始予定 令和５年４月 総事業費見込み １１，７３８，９７３ 
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［完成イメージ図］              ［配置計画］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

北部環境事業所 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１０ 

(事業名 )  

環境事業センター再整備  

（南北収集事務所統合整備） 

所管課 環境部 環境事業センター  

住所又は地番 遠藤２０２３番１７  

敷地面積 ４，３５２㎡（環境事業センター）  

延べ面積 

現況  １，９０６㎡（環境事業センター）  

計画 
２，６３０㎡（放課後児童クラブ含む） 

地上３階 ＲＣ造 

現状・課題 

環境事業センターについては，建設から４０年以上が経過し，老

朽化が進んでおり，早期の再整備が必要となっています。 

また，北部環境事業所新２号炉の供用開始に合わせた収集区域

の見直しも必要となっており，大幅な収集区域の再編成による市

民の混乱を最小限に止めるためには，２０２３年（令和５年）４月

の供用開始に合わせた再整備と再編成の完了が不可欠であり，工

期の遅れには細心の注意を払い，予定どおりの供用開始が求めら

ています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

廃棄物の収集は，市民生活に欠かすことのできない環境衛生の

保全に関する重要な事業です。環境事業センターは，その拠点施設

であることから，災害等いかなる事態でも業務を継続することが

求められており，本市の再整備基本方針を踏まえ，次の４点を柱と

した再整備を行うとともに複合化も進めます。 

(1) 長寿命化可能な施設 

(2) 環境にやさしい施設 

(3) 災害に強い施設 

(4) ユニバーサルデザインに配慮した施設 

事業概要 

廃棄物の収集形態等の変化に伴い環境事業センターとして北

部・南部収集事務所の２拠点を持つことの必要性が薄れているこ

とに加え，老朽化が進む北部収集事務所の早急な再整備が必要な

ことから，維持管理経費の削減と収集業務の更なる効率化を図る

ため，南部収集事務所を統合した収集事務所の再整備を行うもの

です。 

また，併せて石川小学校区に新設する放課後児童クラブとの複

合化を進めます。 

複合化等 

想定施設 
新設放課後児童クラブ（石川小学校区） 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

民間事業者の運営に関するノウハウを活用す

る場がないため検討対象外。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

  



  

37 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費）  

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・測量・地質調査委託の実施 

・新事務所及び仮設事務所建設に伴う事前

調査委託（電波障害及び家屋調査委託） 

・基本・実施設計の策定 

・仮設事務所建設工事着手 

・旧リサイクル展示場解体及び駐車場整備

工事の実施 

８３，７１５ 

Ｒ３ 

・新事務所建設工事着手 

・仮設事務所建設工事完了及びリース開始 

・仮設事務所建設に伴う事後調査委託 

（電波障害及び家屋調査委託） 

・測量委託 

３７６，９５６ 

（うち放課後児童クラブ分： 

３，２３２） 

Ｒ４ 

・新事務所建設工事しゅん工 

・仮設事務所リース終了 

・仮設事務所解体に伴う事前調査委託 

（家屋調査委託） 

２，１０８，１２６ 

（うち放課後児童クラブ分： 

７６，０６５） 

Ｒ５ 

・新事務所及び児童クラブ供用開始 

・仮設事務所解体及び原状復旧 

・新事務所建設に伴う事後調査委託（電波

障害・家屋調査委託） 

・仮設事務所解体に伴う事後調査委託（家

屋調査委託） 

２８，１９４ 

供用開始予定 令和５年４月 総事業費見込み 

２，５９７，００４ 

（うち放課後児童クラブ分： 

７９，２９７） 

［現況写真］ 
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［位置図（環境事業センター周辺地図）］  

 

 

［位置図（南部収集事務所周辺地図）］  

 

  

石川小学校 

石川分館 

環境事業センター 

やすらぎ荘 

大庭大橋 

南部収集事務所 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１１ 

(事業名 )  

石名坂環境事業所再整備 

所管課 環境部  石名坂環境事業所  
住所又は地番 本藤沢二丁目１番１号  

敷地面積 １９，４０９㎡ 

延べ面積 
現況 １３，７１４㎡ 地上４階・地下２階 ＲＣ造 

計画 － 

現状・課題 

石名坂環境事業所は，建設から既に３０年以上が経過していま

す。現在北部環境事業所新２号炉の建設が進み，令和４年度で竣工

となることから，２施設３炉体制を維持するために施設整備を計

画的に進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

生活環境の保全及び公衆衛生の観点から，一般廃棄物の処理は

停滞の許されない事業です。これを担う焼却施設の老朽化が進ん

でいるため，「公共施設の長寿命化」及び「公共施設の安全性の確

保」の観点から施設のあり方を決定します。 

事業概要 

老朽化の進んでいる石名坂環境事業所について，藤沢市焼却施

設整備基本計画に基づき，再整備に向けた基本構想の策定を進め

ていくものです。 

複合化等 

想定施設 
－ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・平成２８年藤沢市焼却施設整備基本計画

の策定 

・再整備に向けた所内検討 

・石名坂環境事業所アスベスト調査 

・石名坂環境事業所整備基本構想策定委託 

（１年目） 

・石名坂環境事業所地歴調査 

２９，０５３ 

Ｒ３ 
・石名坂環境事業所整備基本構想策定委託 

（２年目） 
６３，１８７ 

Ｒ４～Ｒ９ ・基本構想結果による － 

供用開始予定 令和９年 総事業費見込み 未定 
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［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

石名坂環境事業所 

石名坂温水プール 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１２ 

(事業名 )  

江の島サムエル・コッキング苑再整備 

所管課 経済部 観光課  
住所又は地番 江の島二丁目３番２８号  

敷地面積 １７，８４７㎡ 

延べ面積 

現況 ― 

計画 
①第１工区  ５１㎡ 地上１階 鉄骨造 

②第２工区 １６０㎡ 地上１階 鉄骨造 

現状・課題 

江の島サムエル・コッキング苑については，平成１５年度のリニ

ューアル整備を機に，夏中心の観光スタイルから「通年型観光地

化」へ大きく転換した一方，人気イベントの実施時期以外や日中の

入苑者が少ないことに加え，施設全体の有効利用や滞在時間の短

さなど，観光施設としての課題が見えてきたところです。 

さらに，昨今のコロナ禍により，市内経済が大きな影響を受ける

など，ポスト・コロナを見据え，施設の魅力を向上させる必要があ

ると認識していることから，経済の早期回復の起爆剤とするため

本整備を実施します。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

人口減少社会において国内観光客自体の減少が予見されるな

か，「選ばれる観光地」で在り続けるため，機能の必要性を明確化

しながら，整備を行います。 

事業概要 

自然，食のほか体験は，観光客にとってニーズが高いコンテン

ツです。また，他の観光地では見ることができない観光資源があ

ることも，観光誘客の面で大きな優位性となります。これらのこ

とを具現化するため，遊具やベンチなどを充足させるなど，まず

は植物園としてのランドスケープ機能を強化するとともに，「体

験型プログラムの充実」を図るため，次のとおり建物を整備しま

す。 

○温室遺構上部に温室状の建物を整備 

同施設が歩んだ歴史を想起させるような建物を整備します。

これにより，地下の遺構の劣化を抑えるとともに，床面を強

化ガラスにすることにより，遺構をより間近に感じることが

できるようにします。 

○江の島にちなんだワークショップを行える建物の整備 

同じく温室を意匠とした建物を整備します。 

 ○松本館のリノベーションを実施 

  姉妹友好都市を締結している松本市の魅力を広く伝えるとと

もに，同市との文化交流の場として有効活用できるよう，建

物をリノベーションします。 

○苑路整備，遊具等付帯施設整備 

複合化等 

想定施設 
－ 
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ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

当該施設は指定管理対象施設であり，指定管

理者との共同実施とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで ・共同事業者との調整等 － 

Ｒ３ ・第１工区の整備を実施（竣工後供用開始） ８６，４２０ 

Ｒ４ 
・第２工区の整備を実施 

（竣工後全エリア供用開始） 
１１３，７７５ 

供用開始予定 
①令和３年１１月 

②令和４年１１月 
総事業費見込み ２００，１９５ 

 

［現況写真］ 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［整備エリアイメージ図］ 

 

・第１工区：Ａロケーションゾーン，Ｃ歴史文化体験ゾーン 

・第２工区：Ｂ植物体験ゾーン，Ｄ交流施設・体験施設 

江の島サムエル・コッキング苑 
江の島 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１３ 

(事業名 )  

鵠沼海浜公園再整備 

所管課 都市整備部 公園課  
住所又は地番 鵠沼海岸四丁目５２１８番１  

敷地面積 １６，６９０．６９㎡ 

延べ面積 

現況 ６９９．２１㎡（建築物：本館，別館，トイレ） 

計画 

約１，８００㎡（建築物（想定される最大床面積）：飲食施設，

管理事務所，トイレ等） 

※設置する建築物の床・延べ面積及び用途については事業者からの提

案を受け，決定します。 

現状・課題 

【現状】 

・有料施設のみで構成されているため，利用者が限定的 

・老朽化等に伴う安全性及び魅力の低下 

・周辺施設との一体性の低下 

【課題】 

・多くの人が利用できる空間や機能の創出 

・利用者ニーズ等に応えるための公園機能の向上 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

多くの建築物が設置から３０年以上経過しているため，「公共施

設の安全性の確保」を図ります。 

事業概要 

・老朽化した施設の更新 

・スケートパークの機能や魅力向上のための再整備 

・地域や周辺施設利用者が利用できる憩いの場の整備 

・公園利用者の利便性と快適性を高めるための飲食施設等の設置 

・上記整備及び公園施設の一体運営・管理を行う事業者の選定 

複合化等 

想定施設 
－ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

都市公園法に基づく公募設置管理制度（通称

Park-PFI）を活用します。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・民間事業者に対するマーケットサウンデ

ィング調査，公募対象施設設置等予定者選

考委員会の設置 

２０５ 

Ｒ３ ・事業者の公募及び選定 ２７２ 

Ｒ４ 
・再整備工事 

（公募対象公園施設・特定公園施設の整備）  
１６０，０００ 

Ｒ５ ・再整備工事の竣工及び供用開始 － 

供用開始予定 令和５年度 総事業費見込み １６０，４７７ 
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［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本館 

別館 

トイレ 

スケートパーク 

鵠南小学校 

湘洋中学校 

鵠沼海浜公園 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１４ 

(事業名 )  

(仮称)遠藤笹窪谷
やと

公園整備（多目的施設棟） 

所管課 都市整備部 西北部総合整備事務所  
住所又は地番 遠藤４９１１番地他  

敷地面積 約５００㎡（公園全体面積 約２３，０００㎡） 

延べ面積 
現況 ０㎡（建物等なし） 

計画 ２３２．９０㎡（地上１階 木造） 

現状・課題 

遠藤笹窪谷
や と

は，市内三大谷戸の一つであり，斜面緑地は遠藤笹窪

特別緑地保全地区に指定し，谷戸底は「谷戸の里再生ゾーン」と位

置づけ，貴重な環境を保全しつつ，地域活性化に資する施設として

令和４年度の開園に向けて，浸水対策に寄与する池を有する公園

を整備しています。 

この公園は，「藤沢市生物多様性実行プラン」において，フィー

ルドワークの基地として（仮称）生物多様性サテライトセンター機

能を構築する場と位置づけています。このことから，建物には便所

のほか，環境教育等に資する多目的ルームや市民活動団体等によ

る環境保全活動に資する倉庫を併設します。 

公園の管理形態については，長久保公園との一元管理を目指し

ており，指定管理者制度導入に向けた検討が必要です。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

再整備基本方針に基づき複合化できる他の施設はありません

が，公園施設(便所，多目的ルーム等)の機能を一棟に集約し，将来

の維持管理費の軽減を図る計画です。 

また，多くの市民が利用する施設であるため，安全で安心して利

用できるよう整備を進めます。 

事業概要 

 谷戸全体の魅力アップのため，来園者が利用する便所だけでは

なく，展望デッキや講義等を行うことができる多目的ルームを設

け，体験学習施設としての機能を備えた建物を地域活性化に資す

る施設として整備します。 

複合化等 

想定施設 

当該都市公園内の維持管理に必要な施設であり他の場所に複合

化して設置できない施設です。また，当該地は都市公園法の制約内

での複合化となりますが，複合化できる施設はありません。 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

都市公園の便所や多目的ルーム等の施設整備

であり指定管理者制度の導入を予定していま

す。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで ・設計委託，地質調査 ７，６０６ 

Ｒ３ ・建築工事 ８２，８９６ 
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Ｒ４以降 ・供用開始 － 

供用開始予定 令和４年８月 総事業費見込み ９０，５０２ 

 

［完成イメージ図］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設位置 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１５ 

(事業名 )  

南消防署本町出張所（第９分団）再整備 

所管課 消防局 消防総務課  
住所又は地番 本町四丁目５番２１  

敷地面積 ８００㎡ 

延べ面積 
現況 ５６９㎡ 

計画 ８００㎡ 

現状・課題 

南消防署本町出張所は，旧耐震基準で建設され，老朽化が進んで

おり，現存する消防出張所の中で最も古い施設となっていること

から，災害発災時の活動拠点として安全性の確保が求められてい

ます。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

消防施設については，市内全域においてバランスの良い配置が

重要となることから，本施設については現在の敷地での建て替え

を想定しています。 

事業概要 

市民の安全・安心を守る消防施設として，建物の耐震化をはじ

め，出動動線の確立，訓練スペースや現有消防力に合わせた各種資

機材等の収納スペースの確保，消防職団員の執務環境の整備等を

目的に再整備を実施します。また，本敷地は旧東海道藤沢宿街なみ

継承地区内にあることから，歴史ある街なみを考慮した外観等を

検討します。 

工事期間中は藤沢公民館跡地に仮設施設を建設します。 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

消防の単独施設であり，民間事業者の運営ノ

ウハウ等を導入する部分がないため検討対象

外。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 
・再整備に向けた庁内検討 

・周辺住民に対し説明会を実施 
－ 

Ｒ３ （参考）旧藤沢公民館解体（生涯学習部） － 

Ｒ４ 

・現出張所アスベスト調査 

・本設地敷地測量委託 

・仮設地埋蔵文化財試掘調査 

・仮設地測量委託 

・仮設地地質調査 

１１，１７０ 

Ｒ５ 

・新出張所建設設計委託（基本・実施設計） 

・家屋調査（事前） 

・電波障害調査 

４０１，１６０ 
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・本設地地質調査 

・仮設地埋蔵文化財本調査 

・仮設庁舎建設（リース） 

・移転 

Ｒ６ 
・旧出張所解体工事 

・本設地の埋蔵文化財試掘 
８５，６００ 

Ｒ７ ・本設地の埋蔵文化財本調査 ２０４，６５０ 

Ｒ８ ・新出張所建設工事 ５３７，６００ 

Ｒ９ 
・家屋調査・電波障害調査（事後） 

・新庁舎移転 
３０，４７０ 

供用開始予定 令和９年９月 総事業費見込み １，２７０，６５０ 

 

［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

  

本設予定地 

（現南消防署本町出張所） 

仮設施設予定地 

（旧藤沢公民館） 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１６ 

(事業名 )  

鵠南小学校等再整備 

所管課 
教育部 学校施設課  
子ども青少年部 子育て企画課・青少年課  

住所又は地番 鵠沼海岸四丁目７番３４号  

敷地面積 １０，９０８㎡ 

延べ面積 

現況 
校舎棟及び屋内運動場棟 ５，１９０㎡ 

浜見保育園 ６３０㎡ 

計画 

校舎棟７，８２６㎡ 地上４階ＲＣ造 

屋内運動場棟２，５７４㎡ 地上２階ＲＣ造  

保育園棟２，５２１㎡ 地上３階ＲＣ造 

現状・課題 

鵠南小学校は，津波浸水想定区域内に位置し，また，校舎及び屋

内運動場ともに老朽化が進行し，学校施設再整備第１期実施計画

において，事業実施の優先度が最も高い施設として位置づけ，平成

３０年度から，津波対策に課題のある浜見保育園，放課後児童クラ

ブとの複合施設として，全面改築による再整備事業を進めていま

す。 

２０２０年（令和２年）３月に設計業務を完了し，同年９月，第

１期工事として，屋内運動場棟及び保育園棟の建設工事に着手し，

２０２２年（令和４年）１月の完成を予定し，工事を実施していま

す。その後の計画では，第２期工事として，令和５～６年度に校舎

棟の建設工事，第３期工事として，外構工事等を実施し，令和６年

度中の事業完了を予定しています。 

 引き続き，第２期及び第３期工事について，事業費の精査を行

い，計画に基づき事業を進めていくことが重要です。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化した学校施設の

再整備を進めます。また，「公共施設の機能集約・複合化による施

設数縮減」の観点から，浜見保育園及び放課後児童クラブと複合化

し，津波避難の機能を持った施設として整備します。 

事業概要 
鵠南小学校，浜見保育園及び放課後児童クラブの複合施設とし

て全面改築による再整備を進めます。 

複合化等 

想定施設 
鵠南小学校，浜見保育園，放課後児童クラブ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

民間事業者の運営に関するノウハウを活用す

ることができず，実質的な効果が高くないため

非導入。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

７．４ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・基本構想 

・地質調査 

・基本実施設計 

３２１，９６９ 
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・事前家屋調査 

・現仮設校舎解体 

・屋内運動場棟・保育園棟建設工事（既存

屋内運動場等解体工事含む）（１年目） 

・工事監理委託（１年目） 

・テレビ電波調査委託 

Ｒ３ 

・屋内運動場棟・保育園棟建設工事（既存

屋内運動場等解体工事含む）（２年目） 

・工事監理委託（２年目） 

・初度調弁 

１，７１３，１７７ 

Ｒ４ 

・屋内運動場棟・保育園棟建設工事（既存

屋内運動場等解体工事含む）（３年目） 

・工事監理委託（３年目） 

・仮設校舎建設工事 

・再積算業務 

・既存校舎棟解体 

３１６，３７６ 

Ｒ５ 
・校舎棟建設工事（１年目） 

・工事監理委託（１年目） 
２，１９５，２６５ 

Ｒ６ 

・校舎棟建設工事（２年目） 

・工事監理委託（２年目） 

・仮設校舎解体 

・事後家屋調査 

・初度調弁 

・仮設給食室撤去 

・外構グラウンド整備 

１，１３４，７８６ 

供用開始予定 

（屋内運動場棟） 

令和４年２月 

（校舎棟） 

令和６年９月 

総事業費見込み ５，６８１，５７３ 
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［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

浜見保育園 

放課後児童クラブ 

湘洋中学校 

鵠南小学校 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１７ 

(事業名 )  

鵠沼中学校再整備 

所管課 教育部 学校施設課  
住所又は地番 鵠沼桜が岡四丁目３番３７号  

敷地面積 ２１，３２７㎡ 

延べ面積 

現況 校舎棟及び屋内運動場棟 ７，９６９㎡ 

計画 
校舎棟 約８，０００㎡ 

屋内運動場棟 １，４６５㎡（既存）地上２階ＲＣ造 

現状・課題 

鵠沼中学校の最も古い校舎は，１９７０年（昭和４５年）に建設

され，建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいます。現状の校舎

面積は，文部科学省が定める学校施設の必要面積を下回っており，

また，近年の教育内容に見合った機能も不足しています。これらの

状況から，学校施設再整備第１期及び第２期実施計画において，事

業実施の優先度が高い施設として位置づけています。 

学校施設再整備基本方針に基づき，建物ごとに整備手法を計画

していますが，建物の配置や機能等は，学校関係者及び近隣住民と

の合意形成の観点を考慮しながら検討を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化した学校施設の

再整備を進めます。 

事業概要 

北校舎は，建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいるため，改

築による再整備を計画します。 

南校舎は，建築後４０年程度で，比較的築年数が浅いため，長寿

命化改修を実施し，機能向上を図ります。 

屋内運動場は，建築後３０年程度で，築年数が浅いため，中規模

改修を実施し，各種設備機器等の機能回復を図ります。 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで － － 

Ｒ３ ・整備に向けた庁内検討 － 

Ｒ４ 
・地質調査 

・基本実施設計（１年目） 
６５，０００ 

Ｒ５ ・基本実施設計（２年目） １３６，０００ 
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・事前家屋調査 

・テレビ電波調査 

Ｒ６ 

・仮設校舎建設工事 

・既存仮設校舎解体工事 

・既存校舎解体工事 

５２１，０００ 

Ｒ７ 

・校舎改築及び長寿命化改修工事（１年目） 

・屋内運動場改修工事（１年目） 

・工事監理委託（１年目） 

２，３７３，０００ 

Ｒ８ 

・校舎改築及び長寿命化改修工事（２年目） 

・屋内運動場改修工事（２年目） 

・工事監理委託（２年目） 

・初度調弁 

・仮設校舎解体工事 

１，６０７，０００ 

Ｒ９ 

・外構グラウンド整備工事等 

・事後家屋調査委託 

・テレビ電波調査委託 

１６０，０００ 

供用開始予定 令和８年１２月 総事業費見込み  ４，８６２，０００ 

［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鵠沼中学校 

本鵠沼駅 

［位置図（周辺地図）］ 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１８ 

(事業名 )  

辻堂小学校再整備 

所管課 教育部 学校施設課  
住所又は地番 辻堂東海岸一丁目１７番１号  

敷地面積 １９，８８２㎡ 

延べ面積 

現況 校舎棟及び屋内運動場棟 ６，６７５㎡  

計画 
校舎棟 約９，６００㎡ 

屋内運動場棟 約１，２００㎡ 

現状・課題 

辻堂小学校の敷地の一部は，津波浸水想定区域内に位置してい

ます。主な校舎は，１９８６年（昭和６１年）に建設されています

が，最も古い校舎は，１９６８年（昭和４３年）に建設，屋内運動

場は，１９６５年（昭和４０年）に建設され，いずれも建築後５０

年が経過し，老朽化が進んでいます。学校規模は，過大規模で，現

状の校舎及び屋内運動場の面積は，文部科学省が定める学校施設

の必要面積を下回っており，また，近年の教育内容に見合った機能

も不足しています。これらの状況から，学校施設再整備第１期及び

第２期実施計画において，事業実施の優先度が高い施設として位

置づけています。 

学校施設再整備基本方針に基づき，建物ごとに整備手法を計画

していますが，建物の配置や機能等は，学校関係者及び近隣住民と

の合意形成の観点を考慮しながら検討を進める必要があります。 

なお，過大規模の解消に向け，「藤沢市立学校適正規模・適正配

置検討委員会」において，学区の見直しやその他の方策について，

検討します。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

 「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化した学校施設の

建て替えを進めていきます。また，「公共施設の機能集約・複合化

による施設数縮減」の観点から，放課後児童クラブとの複合化を検

討します。 

事業概要 

北校舎及び屋内運動場は，建築後５０年が経過し，老朽化が進ん

でいるため，改築による再整備を計画します。 

南校舎は，建築後４０年程度で，比較的築年数が浅いため，長寿

命化改修を実施し，機能向上を図ります。 

複合化等 

想定施設 
放課後児童クラブ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

  

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで － － 
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Ｒ３ ・過大規模解消に向けた検討 － 

Ｒ４ 
・過大規模解消に向けた検討 

・整備に向けた庁内検討 
－ 

Ｒ５ 
・地質調査 

・基本実施設計（１年目） 
１０３，０００ 

Ｒ６ 

・基本実施設計（２年目） 

・事前家屋調査委託 

・テレビ電波調査委託 

１２２，０００ 

Ｒ７ 

・仮設校舎建設工事 

・既存仮設校舎解体工事 

・既存校舎及び屋内運動場解体工事 

５３３，０００ 

Ｒ８ 

・校舎改築及び長寿命化改修工事（１年目） 

・屋内運動場改築工事（１年目） 

・工事監理委託（１年目） 

２，９０２，０００ 

Ｒ９ 

・校舎改築及び長寿命化改修工事（２年目） 

・屋内運動場改築工事（２年目） 

・工事監理委託（２年目） 

・初度調弁 

・仮設校舎解体工事 

１，９６０，０００ 

Ｒ１０ 

・外構グラウンド整備工事等 

・事後家屋調査委託 

・テレビ電波調査委託 

１６０，０００ 

供用開始予定 令和９年１２月 総事業費見込み ５，７８０，０００ 
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［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 
 

 

辻堂小学校 
八部公園 

辻堂東海岸市民の家 

辻堂児童館 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

１９ 

(事業名 )  

大庭台墓園立体墓地再整備 [特別会計施設] 

 

所管課 福祉部 福祉総務課  
住所又は地番 大庭３７８２番地  

敷地面積 ３６８，７００㎡ 

延べ面積 

現況 ５，３２３．８３㎡（立体墓地） 

計画 約５，０００㎡ 地上２階地下１階 ＲＣ造 

現状・課題 

大庭台墓園立体墓地は，１９９５年（平成７年）に完成し，１階

部分のみ内装仕上げ，墓所（納骨壇）の整備等を行い，供用開始さ

れています。その後，市民ニーズにあわせて普通納骨壇，集合納骨

壇，合葬納骨壇の整備を進め，２０１７年（平成２９年）にすべて

の墓所の増設が完了し，現在，普通納骨壇３，８８４基・集合納骨

壇８１６基・合葬納骨壇６，２７２基が整備されています。 

近年，立体墓地の利用申込者数が大幅に増加しており，最短で令

和６年度に全区画が貸付済となることが想定され，新たな墓所の

整備が必要とされています。 

また，合葬納骨壇は，収蔵後２０年が経過した時点で遺骨を合祀

することとして２００５年（平成１７年）に供用開始されており，

この合祀するための施設（合祀墓）を令和７年度中の供用開始に向

け新設する必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

社会情勢の変化等により墓地のニーズが多様化する中，墓所不

足の解消及び合祀墓の新設によって多くの市民に墓地を提供する

ため，「公共施設の長寿命化」の観点も含め，施設の新設・増設を

検討します。 

事業概要 

市民の墓地需要に対応するため立体墓地（普通納骨壇･集合納骨

壇･合葬納骨壇）を増設します。併せて，合葬納骨壇収蔵後２０年

を経過する遺骨を合祀する施設（合祀墓）についても新設します。 

なお，新施設の工事は２期に分けて実施するものとし，令和５年

度から第１期整備エリアの工事を実施し，令和７年度の供用開始

を目指します。また今後の墓地需要の動向を踏まえて，供用開始後

１０年程度経過を目途に，第２期整備エリアの工事を実施し供用

開始を目指します。 

複合化等 

想定施設 
－ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

民間事業者による墓地運営では必要とされる

専門技術や経験,高い倫理性・継続性の担保が難

しく,市直営による施設整備を行うものとしま

す。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

 

（％） 
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（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費）  

［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで ・基本構想 ５，７７５ 

Ｒ３ ・基本設計・実施設計・地質調査 

３，３３５，０００ 

Ｒ４ ・基本設計・実施設計（２年目） 

Ｒ５ ・工事着手 

Ｒ６ ・工事（２年目） 

Ｒ７ ・工事完了，供用開始 

供用開始予定 令和７年度 総事業費見込み 

３，３４０，７７５ 

※第 2 期整備工事費用

も含む 

小糸小学校 

大庭台墓園 
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(実施・検討 ) 

実施 

(番号 )  

２０ 

(事業名 )  

下水道施設再整備 [特別会計施設] 

(辻堂浄化センター，大清水浄化センター，各ポンプ場) 

所管課 下水道部 下水道総務課・下水道施設課  

住所又は地番 辻堂西海岸三丁目３－１他  

敷地面積 － 

延べ面積 
現況 － 

計画 － 

現状・課題 

下水道施設については，２箇所の浄化センターと１５箇所のポンプ

場が稼働しています。最も古い施設の運転開始が１９６４年（昭和３

９年）であり，施設建設のピークが昭和５０年代頃であったことから，

老朽化が進んだ施設が増加しています。 

また，耐震性能が不足している施設が多く，地震被災による施設の

機能障害等が想定され，日常生活や社会経済活動に多大な影響を及ぼ

す恐れがあります。 

さらには，気候変動の影響による浸水被害等への対策も必要となっ

ています。 

そのため，これまでは，藤沢市下水道総合地震対策計画に基づき段

階的に耐震対策を進めており，第２次藤沢市公共施設再整備プラン期

間内において維持管理に携わる職員が常駐する施設の耐震対策を完

了しました。  

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

社会インフラ施設として最低限必要な施設であり，「公共施設の安

全性の確保」の観点から，耐震性能が不足した施設の耐震対策工事等

を実施します。また，施設の再構築に当たっては「公共施設の機能集

約・複合化による施設数の縮減」の観点から，他の公共施設等の再整

備状況も視野に検討を進めます。 

事業概要 

下水道施設の機能及びサービス水準を効率的に維持し，健全な下水

道事業を運営するため，藤沢市下水道総合地震対策計画に基づき，各

施設の耐震化等を実施するとともに，浸水対策施設の具体化を図りま

す。  

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

処理場等の部分的な耐震対策は対象外とする

が，施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ 

算定 

  

  － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 
・辻堂浄化センター管理棟建設工事 

・各施設耐震診断，耐震補強設計，補強工事 
１，９３４，７５８ 

Ｒ３ ・各施設耐震補強設計 ８０，９００ 
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・辻堂浄化センター沈砂池ポンプ棟基本設

計委託 

・(仮称)鵠沼東部雨水ポンプ場基本検討 

Ｒ４ ・(仮称)鵠沼東部雨水ポンプ場基本設計 

 

３７，８６２ 

 

Ｒ５ 

・各施設耐震診断，補強工事 

・辻堂浄化センター沈砂池ポンプ棟実施設

計委託 

３６８，５００ 

Ｒ６ ・各施設耐震診断，補強工事 

 

２５１，９００ 

 

Ｒ７以降 

・各施設耐震診断，補強設計，補強工事 

・辻堂浄化センター沈砂池ポンプ棟改築工

事 

・(仮称)鵠沼東部雨水ポンプ場詳細設計 

・(仮称)鵠沼東部雨水ポンプ場建設工事 

７，２９５，８９０ 

供用開始予定 － 総事業費見込み 

 

９，９６９，８１０ 

 

 

 

[位置図（各ポンプ場）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）鵠沼東部 

雨水ポンプ場 
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[位置図（大清水浄化センター）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[位置図（ポンプ場）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大清水小学校大清水中学校

教育文化センター 

大清水浄化センター

大清水市民の家  

辻堂浄化センター 

 
高 砂 小 学 校  

辻 堂 砂 山 児 童 館  

 
高 浜 中 学 校  

 
白浜養護学校 

 
浜 見 小 学 校  

[位置図（辻堂浄化センター）] 

沈砂池ポンプ棟改築予定地  

辻 堂 砂 山 市 民 の家  



  

63 

 (6) 検討事業 

 

検
討
事
業 

 事業名  ページ  

1 片瀬山市民の家再整備  Ｐ64 

2 鵠沼市民センター等再整備  Ｐ66 

3 老人福祉センターやすらぎ荘再整備  Ｐ68 

4 太陽の家再整備  Ｐ70 

5 藤沢宿歴史的建築物整備（旧桔梗屋）  Ｐ72 

6 南消防署苅田出張所（第５分団）再整備（自家用給油所等）  Ｐ74 

7 北消防署善行出張所 (第１５分団 )再整備  Ｐ76 

8 北消防署御所見出張所（第３０分団）再整備  Ｐ78 

9 鵠洋小学校再整備  Ｐ80 

10 片瀬小学校再整備  Ｐ82 

11 明治中学校再整備  Ｐ84 

12 藤沢小学校再整備  Ｐ86 

13 明治小学校再整備  Ｐ88 

14 白浜養護学校過大規模化解消事業  Ｐ90 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

１  

(事業名 )  

片瀬山市民の家再整備  

所管課 市民自治部 市民自治推進課  
住所又は地番 片瀬山四丁目１０８０番１５０  

敷地面積 約１，２９８㎡ 

延べ面積 
現況 １９７．５８㎡ 

計画 約４００㎡（内容未定） 

現状・課題 

片瀬山市民の家については，１９７６年（昭和５１年）に建設さ

れた開設年度が最も早い施設のひとつです。開設後４０年が経過し

老朽化が進んでおり，地域住民からも早急な移転を含めた建て替え

が要望されています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

施設の利用率は３１．０％（令和元年度実績）であり，片瀬地区

の地域コミュニティ機能を維持するため，また，「公共施設の安全

性確保」の観点から，再整備を進める必要があることから，片瀬地

区住民や隣接する学校施設の意見を聞きながら多機能化の検討を

進めます。 

事業概要 

周辺の幼稚園が閉園されたことに伴い，当該幼稚園の敷地を取得

し，地域市民の家の機能を中心としつつ，片瀬地区住民が主体的に

活動する場となる新しいコミュニティ施設として，再整備の検討を

進めます。 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

想定事業費の総額が１０億円に満たないため

検討対象外とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・地域住民への説明 

・新コミュニティ拠点施設検討会議 

・隣接する学校施設へのアンケート実施 

・検討会議から提言書提出 

・事業用地維持管理（除草） 

１８９ 

Ｒ３ ・提言内容の検討 － 

供用開始予定 令和８年度中 総事業費見込み 未定 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片瀬中学校 

片瀬山市民の家 

事業予定地 

（旧片瀬山幼稚園）

片瀬子どもの家 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

２  

(事業名 )  

鵠沼市民センター等再整備 

所管課 市民自治部 鵠沼市民センター  
住所又は地番 鵠沼海岸二丁目５３２８番１ 他６筆  

敷地面積 ５，２４６㎡ 

延べ面積 
現況 ２，７９８㎡（実測値） 

計画 － 

現状・課題 

鵠沼市民センターの本館は，津波浸水想定区域内に位置する旧耐

震基準で建設された施設であり，津波対策として耐震補強工事や津

波避難階段の設置等を行いましたが，老朽化が進んでいます。２０

０３年（平成１５年）に，鉄骨造の建物を増築しているものの，手

狭な状況であり，地域住民からも建て替えが要望されています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市民センター・公民館については，１３地区の拠点施設として現

機能を継続する必要があります。 

また，「公共施設の安全性の確保」の観点からも再整備を進める

とともに，周辺公共施設の機能集約や複合化を検討します。 

事業概要 

隣接している鵠沼海岸駅自転車等駐車場の敷地活用も視野に入

れ，より高い防災機能と必要な機能を兼ね備えた，市民生活の向上

を図る施設への再整備を検討します。 

複合化等 

想定施設 

鵠沼市民センター，鵠沼公民館，鵠沼市民図書室，鵠沼南地域包括

支援センター，鵠沼地区ボランティアセンター 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・隣接地（鵠沼海岸二丁目５３３５番３）

の公有地先行取得が完了 

・隣接地（鵠沼海岸二丁目５３２８－１８）

の先行取得が完了 

・基本構想の検討 

－ 

Ｒ３ 
庁内及び地区内での検討（地域及び施設利

用者の意見を集約した提言書の作成） 
－ 

供用開始予定 令和１０年４月 総事業費見込み 未定 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鵠沼市民センター 

南消防署鵠沼出張所 

旧高木邸 

鵠沼海岸駅 

鵠南市民の家 

鵠沼海岸駅自転車等駐車場 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

３  

(事業名 )  

老人福祉センターやすらぎ荘再整備 

所管課 福祉部 高齢者支援課  
住所又は地番 稲荷５８６番地  

敷地面積 ７，２５２㎡ 

延べ面積 
現況 １，８０８㎡ 

計画 約２，２００㎡ 

現状・課題 

老人福祉センターやすらぎ荘は，１９６９年（昭和４４年）７月

に開設された施設で，すでに５０年を経過していることから老朽化

が著しく，また，他の老人福祉センター（湘南なぎさ荘・こぶし荘）

と比較しても，バリアフリー未対応であることや，運動浴室の未設

置など，機能面，設備面が課題となっています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，再整備について検討し

ます。また，再整備に当たっては，公共施設の複合化や老人福祉セ

ンター３館の施設機能の集約等についても合わせて検討します。 

事業概要 

老人福祉センターについては，現在市内の北部・中部・南部に３

館を配置していますが，高齢者福祉を支える現在の福祉施策では，

高齢者が徒歩でも通える場を増やしていくことが求められていま

す。 

また，湘南なぎさ荘（鵠沼海岸６丁目）は住居専用地域内の狭小

地にあって，施設空調設備などの大規模設備機器が地下にある構造

から，耐用年数を経過した場合の更新には費用面を含め大きな課題

があります。 

このような状況から，民間の活用も視野に入れ，やすらぎ荘を再

整備する場合には，老人福祉センター３館の総合的なあり方を検討

する必要があります。 

複合化等 

想定施設 
湘南なぎさ荘（老人福祉センター） 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

・施設整備方針の検討 

・公共施設内斜面地詳細調査の実施 

・再整備に向けた庁内検討 

・南側斜面地対策工事の実施 

・南側斜面地対策工事の建物等事後調査 

１６３，７００ 
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Ｒ３ ・施設再整備の方向性検討・確定 － 

供用開始予定 令和９年 総事業費見込み 未定 

 

 

［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

  

老人福祉センターやすらぎ荘 

稲荷ポンプ場 

 

明治保育園 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

４  

(事業名 )  

太陽の家再整備 

所管課 福祉部 障がい者支援課  
住所又は地番 鵠沼海岸六丁目６番１２号  

敷地面積 ６，３０４㎡ 

延べ面積 

現況 ４，７１３㎡ 

計画 
約４，６５７㎡ 地上３階・地下１階 ＲＣ造 

※既存値で記載 

現状・課題 

 太陽の家は，障がい児・者のための福祉施設であり，障がい児の

ための通園施設（児童発達支援），障がい者の社会参加を目的とした

通所施設（生活介護）及び障がい児・者のスポーツとふれあいの場

となる体育館が併設されています。  
平成１６年度からは指定管理者制度を導入するとともに，指定管

理者の自主事業として，放課後等デイサービス事業等を同施設内で

実施しており，本市の障がい福祉の拠点施設としての役割を果たし

ています。しかし，当施設は１９７５年（昭和５０年）に旧耐震基

準で建設されており，建屋の老朽化が進んでいるため，再整備を行

う必要があります。  
再整備に当たっては，現在地が「洪水浸水想定区域」・「津波浸水

想定区域」に位置することや，本館建物が地域住民の災害時の避難

施設・水害避難所・津波避難ビル及び投票所に指定されていること

等もあり，事業実施には当該地で建て替えるか，または，他の候補

地へ移転して実施するのか複合的な観点から判断し，建設予定地の

選定を行う必要があります。  
 また，指定管理者による施設の運営手法についても今後再考する

必要があります。  
これらの状況を踏まえ，中長期的な運営方針と合わせ，施設整備

について検討しています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化が進む太陽の家

の再整備について検討します。 

また，再整備に当たっては，周辺施設の機能集約・複合化につい

ても併せて検討します。 

事業概要 
旧耐震基準で建設され老朽化が進んでいるため，中長期的な運営

方針と併せ，施設整備について検討します。 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し,想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は,検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 
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（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 

＜運営方針の検討＞ 

・指定管理者による施設利用者・保護者へ

のアンケート調査を実施。 

・指定管理者である社会福祉法人光友会と

の意見交換を実施。 

＜再整備の検討＞ 

・再整備候補地の選定及び協議 

・既存施設の長寿命化を踏まえたインフラ

設備の点検 

  － 

Ｒ３ 

＜庁内検討，再整備方針の再検討＞ 

・施設移転の可否 

・複合化の可能性 

－ 

供用開始予定 令和１５年度 総事業費見込み 未定 

 

［位置図（周辺地図）］ 

  

  

太陽の家 

辻堂小学校 

辻堂東海岸市民の家 

辻堂児童館 

八部公園 

湘南なぎさ荘  
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

５  

(事業名 )  

藤沢宿歴史的建築物整備（旧桔梗屋）  

所管課 計画建築部 街なみ景観課  
住所又は地番 藤沢一丁目７５０番１，同番４  

敷地面積 １，４６７．１１㎡ 

延べ面積 
現況 ３９６．９３㎡（公簿） 

計画 約５５０㎡ 

現状・課題 

旧桔梗屋の歴史的建築物（店蔵・主屋・文庫蔵）は，２０２０年

（令和２年）１０月に市の所有となっています。今後，歴史・文化

を継承するとともに，地域の活力やにぎわいの創出を図るために，

今年度以降現況調査や安全性の確保，老朽化に伴う補修，活用に関

する構想・計画の策定，施設整備を行う必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

敷地全体の一体的な整備に当たっては，「公共施設の安全性の確

保」及び「公共施設の長寿命化」の観点から，歴史・文化的な価値

を守りながら，長期間安全に保全・活用できる施設となるよう進め

ていきます。 

事業概要 

「歴史を感じる風景づくり」「回遊性のあるまちづくり」「地域

資源の保全」を軸として，歴史的建築物を活かし，公開展示，資料

展示，公益的施設，地域活動支援施設，店舗等を導入することによ

り，魅力ある施設の整備を進めます（詳細検討中）。 

 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

保全活用について，庁内，地域団体，民間事

業者，有識者から聞き取り等を行いながら方向

性を検討中。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 維持管理 １，０６３ 

Ｒ３ 維持管理・現況調査 ９，１５３ 

供用開始予定 令和９年１月 総事業費見込み ７００，２４１ 
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［現況写真］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［位置図（周辺地図）］  

 

  

遊行寺 

藤沢小学校 

旧桔梗屋 

ふじさわ宿交流館 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

６  

(事業名 )  

南消防署苅田出張所（第５分団）再整備  

（自家用給油所等） 

所管課 消防局 消防総務課  
住所又は地番 本鵠沼四丁目３番１  

敷地面積 １，１９４㎡ 

延べ面積 
現況 ４４０㎡ 

計画 － 

現状・課題 

南消防署苅田出張所は，旧耐震基準で建設され，老朽化が進んで

おり，災害発災時の活動拠点として安全性の確保が求められていま

す。東日本大震災時に道路寸断等により緊急車両への給油が滞った

ことを踏まえ，災害時の消防車両等への専用給油所の設置の検討が

課題となっています。また，再整備に当たっては，仮設用地の確保

も課題となります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

消防施設については，市内全域においてバランスの良い配置が重

要となることから，本施設については現在の敷地での建て替えを想

定しています。 

事業概要 
市民の安全・安心を守る施設として，南部方面自家用給油所の設

置とあわせた建て替えに向け検討を進めます。 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 庁内検討 － 

Ｒ３ 庁内検討 － 

供用開始予定 令和１０年 総事業費見込み 未定 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鵠沼子どもの家 
長久保公園 

鵠沼小学校 

南消防署苅田出張所 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

７  

(事業名 )  

北消防署善行出張所（第１５分団）再整備 

所管課 消防局 消防総務課  
住所又は地番 善行七丁目７番１０  

敷地面積 ６５７㎡ 

延べ面積 
現況 ３２９㎡ 

計画 － 

現状・課題 

北消防署善行出張所は旧耐震基準で建設され，老朽化が進んでお

り，敷地も手狭で傾斜地のため移設が求められいます。 

再整備に当たり，第１５分団との併設を検討していますが，現在

第１５分団は自治会館と併設しており調整が必要となります。 

また，市内全域の消防施設をバランス良く配置するためにも，近

隣の用地確保が課題となります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，旧耐震基準で建てられ，

老朽化が進行している本施設の再整備が必要とされています。 

事業概要 

消防施設は，市民の安全・安心を守る施設として，安全性の確保

が求められていることから，老朽化が進む当該施設の建て替えに向

けた検討を進めます。 

複合化等 

想定施設 
消防団第１５分団 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 庁内検討 － 

Ｒ３ 庁内検討 － 

供用開始予定 令和１２年 総事業費見込み 未定 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５分団器具置場 

善行出張所 

善行保育園 

善行乳児保育園 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

８  

(事業名 )  

北消防署御所見出張所（第３０分団）再整備 

所管課 消防局 消防総務課  
住所又は地番 用田４８０番地  

敷地面積 １，６０５㎡ 

延べ面積 
現況 ４５２㎡ 

計画 － 

現状・課題 

北消防署御所見出張所については，旧耐震基準で建設され，老朽

化が進んでおり，災害発生時の活動の拠点として安全性の確保が求

められています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

消防施設については，市内全域においてバランスの良い配置が重

要となることから，本施設については現在の敷地での建て替えを想

定しています。 

事業概要 

消防施設は，市民の安全・安心を守る施設として，安全性の確保

が求められていることから，老朽化が進む当該施設の建て替えに向

けた検討を進めます。 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで 庁内検討 － 

Ｒ３ 庁内検討 － 

供用開始予定 令和１０年 総事業費見込み 未定 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御所見出張所 

御所見中学校 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

９  

(事業名 )  

鵠洋小学校再整備 

所管課 教育部 学校施設課  
住所又は地番 鵠沼桜が岡三丁目１６番３８号  

敷地面積 １７，４２０㎡  

延べ面積 

現況 校舎棟及び屋内運動場棟 ６，４５４㎡ 

計画  
校舎棟    約９，１００㎡ 

屋内運動場棟 約１，２００㎡  

現状・課題 

鵠洋小学校は，最も古い校舎は，１９６０年（昭和３５年）に建

設，屋内運動場は，１９６５年（昭和４０年）に建設され，いずれ

も建築後５０年以上が経過し，老朽化が進んでいます。現状の校舎

及び屋内運動場の面積は，文部科学省が定める学校施設の必要面積

を下回っており，また，教育内容に見合った機能も不足しています。

これらの状況から，学校施設再整備第１期及び第２期実施計画にお

いて，事業実施の優先度が高い施設として位置づけています。 

学校施設再整備基本方針に基づき，建物ごとに整備手法を計画し

ていますが，建物の配置や機能等は，学校関係者及び近隣住民との

合意形成の観点を考慮しながら検討を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化した学校施設の

建て替えを進めていきます。また，「公共施設の機能集約・複合化

による施設数縮減」の観点から，放課後児童クラブとの複合化を検

討します。 

事業概要 

北校舎の一部（普通教室棟）及び南校舎，屋内運動場は，建築後

５０年が経過し，老朽化が進んでいるため，改築による再整備を計

画します。 

北校舎の一部（管理諸室棟）は，建築後４０年程度で，比較的築

年数が浅いため，長寿命化改修を実施し，機能向上を図ります。 

複合化等 

想定施設 
放課後児童クラブ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで － － 

Ｒ３ － － 

供用開始予定 令和１１年１２月 総事業費見込み ５，６４０，０００ 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鵠洋児童館 

鵠洋小学校 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

１０ 

(事業名 )  

片瀬小学校再整備 

所管課 教育部 学校施設課  
住所又は地番 片瀬二丁目１４番２９号  

敷地面積 １２，４８７㎡  

延べ面積 

現況 校舎棟及び屋内運動場棟 ５，８０９㎡ 

計画  
校舎棟 約６，５００㎡ 

屋内運動場棟 約１，１００㎡  

現状・課題 

片瀬小学校は，最も古い校舎は，１９６４年（昭和３９年）に建

設，屋内運動場は，１９６９年（昭和４４年）に建設され，いずれ

も建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいます。現状の校舎及び

屋内運動場の面積は，文部科学省が定める学校施設の必要面積を下

回っており，また，教育内容に見合った機能も不足しています。こ

れらの状況から，学校施設再整備第１期及び第２期実施計画におい

て，事業実施の優先度が高い施設として位置づけています。 

学校施設再整備基本方針に基づき，建物ごとに整備手法を計画し

ていますが，建物の配置や機能等は，学校関係者及び近隣住民との

合意形成の観点を考慮しながら検討を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化した学校施設の

建て替えを進めていきます。また，「公共施設の機能集約・複合化

による施設数縮減」の観点から，放課後児童クラブとの複合化を検

討します。 

事業概要 

北校舎及び南校舎東側，屋内運動場は，建築後５０年が経過し，

老朽化が進んでいるため，改築による再整備を計画します。 

南校舎西側及び管理諸室棟は，建築後４０年程度で，比較的築年

数が浅いため，長寿命化改修を実施し，機能向上を図ります。 

複合化等 

想定施設 
放課後児童クラブ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで － － 

Ｒ３ － － 

供用開始予定 令和１１年１２月 総事業費見込み ３，９８５，０００ 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片瀬小学校 

片瀬中学校 

片瀬浪合市民の家 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

１１ 

(事業名 )  

明治中学校再整備 

所管課 教育部 学校施設課  
住所又は地番 辻堂新町二丁目１３番１号  

敷地面積 １６，５４１㎡  

延べ面積 

現況 校舎棟及び屋内運動場棟 ７，１４２㎡ 

計画  
校舎棟 約７，８００㎡ 

屋内運動場棟 １，７７４㎡（既存）地上２階ＲＣ造  

現状・課題 

明治中学校は，最も古い校舎は，１９７０年（昭和４５年）に建

設され，建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいます。現状の校

舎の面積は，文部科学省が定める学校施設の必要面積を下回ってお

り，また，教育内容に見合った機能も不足しています。これらの状

況から，学校施設再整備第２期実施計画において，事業実施の優先

度が高い施設として新たに追加しています。 

学校施設再整備基本方針に基づき，建物ごとに整備手法を計画し

ていますが，建物の配置や機能等は，学校関係者及び近隣住民との

合意形成の観点を考慮しながら検討を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化した学校施設の

建て替えを進めていきます。 

事業概要 

校舎は，建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいるため，改築

による再整備を計画します。 

屋内運動場は，建築後２０年程度で，築年数が浅いため，中規模

改修を実施し，各種設備機器等の機能回復を図ります。 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで － － 

Ｒ３ － － 

供用開始予定 令和１２年１２月 総事業費見込み ４，９１４，０００ 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

  

明治中学校 

羽鳥市民の家 

羽鳥小学校 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

１２ 

(事業名 )  

藤沢小学校再整備 

所管課 教育部 学校施設課  
住所又は地番 本町一丁目９番１号  

敷地面積 ２０，０８７㎡  

延べ面積 

現況 校舎棟及び屋内運動場棟 ５，７２２㎡ 

計画  
校舎棟 約６，４００㎡ 

屋内運動場棟 １，２５５㎡（既存）地上２階ＲＣ造  

現状・課題 

藤沢小学校は，最も古い校舎は，１９６９年（昭和４４年）に建

設され，建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいます。現状の校

舎の面積は，文部科学省が定める学校施設の必要面積を下回ってお

り，また，教育内容に見合った機能も不足しています。これらの状

況から，学校施設再整備第２期実施計画において，事業実施の優先

度が高い施設として新たに追加しています。 

学校施設再整備基本方針に基づき，建物ごとに整備手法を計画し

ていますが，建物の配置や機能等は，学校関係者及び近隣住民との

合意形成の観点を考慮しながら検討を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化した学校施設の

建て替えを進めていきます。また，「公共施設の機能集約・複合化

による施設数縮減」の観点から，放課後児童クラブとの複合化を検

討します。 

事業概要 

南校舎は，建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいるため，改

築による再整備を計画します。 

北校舎は，建築後４５年程度で，比較的築年数が浅いため，長寿

命化改修を実施し，機能向上を図ります。 

屋内運動場は，建築後３０年程度で，築年数が浅いため，中規模

改修を実施し，各種設備機器等の機能回復を図ります。 

複合化等 

想定施設 
放課後児童クラブ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで － － 

Ｒ３ － － 

供用開始予定 令和１３年１２月 総事業費見込み ３，６９７，０００ 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

  

藤沢公民館・労働会館等 

複合施設（Ｆプレイス） 

本町小学校 

藤沢小学校 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

１３ 

(事業名 )  

明治小学校再整備 

所管課 教育部 学校施設課 

住所又は地番 城南三丁目３番１号 

敷地面積 ２０，８８１㎡ 

延べ面積 

現況 校舎棟及び屋内運動場 ７，０５５㎡ 

計画 
校舎棟 約８，９００㎡ 

屋内運動場棟 １，０３８㎡（既存）地上１階ＲＣ造 

現状・課題 

明治小学校は，最も古い校舎は，１９６８年（昭和４３年）に建

設され，建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいます。現状の校

舎及び屋内運動場の面積は，文部科学省が定める学校施設の必要面

積を下回っており，また，教育内容に見合った機能も不足していま

す。これらの状況から，学校施設再整備第２期実施計画において，

事業実施の優先度が高い施設として新たに追加しています。 

学校施設再整備基本方針に基づき，建物ごとに整備手法を計画し

ていますが，建物の配置や機能等は，学校関係者及び近隣住民との

合意形成の観点を考慮しながら検討を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，老朽化した学校施設の

建て替えを進めていきます。また，「公共施設の機能集約・複合化

による施設数縮減」の観点から，放課後児童クラブとの複合化を検

討します。 

事業概要 

北校舎（東側）は，建築後５０年が経過し，老朽化が進んでいる

ため，改築による再整備を計画します。 

北校舎（西側）及び南校舎は，建築後４０年程度で，比較的築年

数が浅いため，長寿命化改修を実施し，機能向上を図ります。 

屋内運動場は，建築後３０年程度で，築年数が浅いため，中規模

改修を実施し，各種設備機器等の機能回復を図ります。 

複合化等 

想定施設 
放課後児童クラブ 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

－ 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで － － 

Ｒ３ － － 

供用開始予定 令和１４年１２月 総事業費見込み ４，７６９，０００ 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治小学校 

明治市民の家 
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（実施・検討) 

検討 

(番号 )  

１４ 

(事業名 )  

白浜養護学校過大規模化解消事業 

所管課 教育部 学校施設課・教育指導課  
住所又は地番 辻堂西海岸一丁目２番２号  

敷地面積 １１，１２３㎡ 

延べ面積 
現況 校舎及び屋内運動場６，３５８㎡ 

計画 ― 

現状・課題 

全国的に全児童生徒数が減少傾向にある中で，特別支援学校数及

び児童生徒数は増加しており，本市も同様の傾向となっています。

今後も白浜養護学校全体の児童生徒数のさらなる増加が見込まれ

ていますが，普通教室への転用可能な特別教室がないため，教室不

足が課題となっています。 

また，白浜養護学校の児童生徒数の推計は，小中学校と異なり算

出が難しいため，入学する可能性のある児童生徒の状況等を注視し

ていく必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から，学校施設の再整備を進め

ていきます。 

事業概要 

白浜養護学校では普通教室への転用可能な特別教室がないため，

短期的な対応として給食調理場の拡張と併せて，仮設校舎にて対応

を図ります。その間に，「藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委

員会」において，県立特別支援学校の整備状況も踏まえ，新たな敷

地の活用を検討します。 

複合化等 

想定施設 
未定 

ＰＰＰ／ＰＦＩ

導入の考え方 

 施設規模を検討し，想定事業費の総額が１０

億円以上の場合は，検討対象とします。 

簡易 

ＶＦＭ

算定 

 

 － 

（％） 

 

（事業費 R2 まで：決算想定額，R3：予算額，R4 以降：想定事業費） 

年度 主な事業項目 事業費（千円） 

Ｒ２まで ・過大規模化解消に向けた部内検討  － 

Ｒ３ 

・仮設校舎の契約，設置工事，竣工，使用

開始 

・過大規模解消に向けた検討 

２，４３６ 

   （仮設校舎分） 

供用開始予定 令和１０年度 総事業費見込み － 
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［位置図（周辺地図）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白浜養護学校 

高砂小学校 

高浜中学校 浜見小学校 
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 (7) ＰＰＰ／ＰＦＩ導入の考え方について 

ア ＰＰＰ／ＰＦＩの簡易的な検討について  

ＰＰＰ 3／ＰＦＩ 4の導入について，「再整備基本方針」では，財政支出の削減

及び平準化の観点から，施設の運営方法を含め，ＰＰＰ／ＰＦＩといった民間

活力の導入をより効果的かつ効率的なサービスの提供が可能となる手法の一

つとして検討することとしています。 

また，内閣府の「「多様なＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入を優先的に検討するための

指針」について」（平成２７年１２月１７日）により，人口２０万人以上の地方

公共団体に対して，事業費の総額が１０億円以上の公共施設整備事業（建設，

製造又は改修を含むものに限る。）及び単年度の事業費が１億円以上の公共施

設整備事業（運営等のみを行うものに限る。）について，ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の

導入を優先的に検討するよう求められています。 

 また，ＰＰＰ手法の一つの方式である指定管理者制度については，既に制定

済みの「藤沢市指定管理者制度導入及び運用の基本方針」（平成２０年）に基づ

き１０４施設（令和２年４月１日現在）について導入しており，今後，検討す

る施設についても，「藤沢市指定管理者制度導入及び運用の基本方針」に基づき

検討することとします。 

イ 本プランで対象とするＰＰＰ／ＰＦＩ手法  

 導入を検討するＰＰＰ／ＰＦＩ手法は，次のとおりとします。また，事業の

性質や事業の範囲などにより他のＰＰＰ／ＰＦＩ手法が想定される場合には

この限りではありません。  

表Ⅱ－２－２ 導入検討するＰＰＰ／ＰＦＩ手法 

 
3 PPP（Public Private Partnership）：官と民の連携。事業の企画段階から民間事業者

が参加するなど，幅広い範囲を民間に任せる手法。  
4 PFI（Private Finance Initiative）：民間資金を活用した社会資本整備。地方自治体が

基本的な事業計画を作り，資金やノウハウを提供する民間事業者を入札で募る手法。  

ア  民間事業者が施設等の運営

等を担う手法  

公共施設等運営権方式  

 

イ  民間事業者が公共施設等の

設計，建設及び運営等を担

う手法  

ＢＴＯ方式（建設 Build-移転 Transfer-運営等 Operate）  

ＢＯＴ方式（建設 Build-運営等 Operate-移転 Transfer）  

ＢＯＯ方式（建設 Build-所有 Own -運営等 Operate）  

ＤＢ／ＤＢＯ方式（設計 Design-建設 Build-運営等 Operate）  

ＲＯ方式（改修 Rehabilitate-運営等 Operate）  

ウ  民間事業者が公共施設等の

設計及び建設を担う手法  

ＢＴ方式（建設 Build-移転 Transfer）  
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ウ ＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入優先的検討規程  

    内閣府の「「多様なＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入を優先的に検討するための指

針」について」（平成２７年１２月１７日）に即して平成２９年３月に「藤

沢市ＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入優先的検討規程」を策定しました。図Ⅱ－２－

１に記載のとおり施設整備を行う際には，ＰＰＰ／ＰＦＩの優先検討を行う

こととします。 

図Ⅱ－２－１ ＰＰＰ／ＰＦＩ優先検討フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図中の②～⑤は次ページに記載 

 

※１ 図中の②～⑤は，「表Ⅱ－２－３ ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の公共と民間の役割」参照  

※２ 指定管理者制度を検討する場合は，「藤沢市指定管理者制度導入運用の基本方針」基づく検討を行いま

す。  

※３ 施設整備を伴わず，単年度の運営等のみの事業費が１億円以上で民間が運営可能な場合は，公共施設等運

営権方式，指定管理者制度（※１）又は業務委託を検討します。  

 

 

10 億円未満  

１億円  
未満

無  

10 億 円 以 上

で資金は  
公共で調達  

有  

す べ て の

条件適合  

有  

無  
施設整備の有無  

事業費の総額

が 10 億円以上

で民間資金導

入可能か 

運営部分の有無  

民間資金導入，運営共に可能  

単年度の運営等

のみの事業費が

１億円以上で民

間で運営可能か  

施設整備は公共で資金調達，民間で運営可能  

PPP/PFI 検討  

運営について

PPP/PFI 検討不要  施設整備につ

いて PPP/PFI
検討不要  

④を検討※1 

⑤を検討※1 
②又は③を検討  

※2 を検討  

施設整備は無いが，

民間で運営可能  

民間で運営可能  

民間で

運営  
不可  

１億円  
以上
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表Ⅱ－２－３ ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の公共と民間の役割 

  

① 

従来方式 

（公設公営） 

(PSC) 

② 

ＰＦＩ方式 

（民設民営） 

(ＢＴＯ） 

（RO） 

③ 

ＰＦＩ方式 

（民設民営） 

(ＢＯＴ） 

(ＢＯＯ） 

④ 

デザインビルド 

（公設民営） 

(ＤＢ/ＤＢＯ） 

⑤ 

公設＋包括運営 

（指定管理者制度） 

（業務委託） 

(公共施設等運営権方式 ) 

計画策定 公共 公共 公共 公共 公共 

資金調達 公共 民間 民間 公共 公共 

設計 公共 民間 民間 公共，民間 公共 

建設 公共 民間 民間 民間 公共 

運営 公共 民間 民間 
公共（ＤＢ） 

民間（ＤＢＯ） 
民間 

建設時の施設所有 公共 公共 民間 公共 公共 

運営期間内の施設所有 公共 公共 民間 公共 公共 

運営期間終了後の施設所有  公共  公共  公共 (ＢＯＴ） 

民間 (ＢＯＯ） 

公共  公共  

本市の事例  これまでの  

公共施設  

藤が岡二丁目地

区再整備事業

(BTO）  

  北部環境事業所

（DBO）  

市民病院 (DB) 

指定管理者制度 104施設

※4  

※４ ２０２０年（令和２年）４月１日現在  

 

 

(8) 木材利用の促進について 

「藤沢市公共施設における木材の利用の促進に関する方針」に基づき，建

築物の木造化または内装木質化を検討します。また，再整備において設置す

る備品および消耗品については，木材を原材料として使用した物の利用の促

進を図ります。



  

 

 


